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(57)【要約】
【課題】　小規模な構成で光ケーブルの接続確認が可能
な光伝送装置を提供する。
【解決手段】　光ケーブルを介して互いに接続された第
１ユニット及び第２ユニットを有する光伝送装置におい
て、前記第１ユニットは、前記光ケーブルを介して複数
の光信号を前記第２ユニットにそれぞれ出力する複数の
出力部と、前記複数の光信号をそれぞれ分波する複数の
分波器と、前記複数の分波器から分波された各分波光を
合波して、該合波光を、前記光ケーブルを介して前記第
２ユニットに出力する合波器と、前記第２ユニットから
前記光ケーブルを介して折り返された前記合波光のパワ
ーを検出する検出部とを有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ケーブルを介して互いに接続された第１ユニット及び第２ユニットを有する光伝送装
置において、
　前記第１ユニットは、
　前記光ケーブルを介して複数の光信号を前記第２ユニットにそれぞれ出力する複数の出
力部と、
　前記複数の光信号をそれぞれ分波する複数の分波器と、
　前記複数の分波器から分波された各分波光を合波して、該合波光を、前記光ケーブルを
介して前記第２ユニットに出力する合波器と、
　前記第２ユニットから前記光ケーブルを介して折り返された前記合波光のパワーを検出
する検出部とを有することを特徴とする光伝送装置。
【請求項２】
　前記第１ユニットは、前記検出部により検出された前記合波光のパワーが所定値を下回
った場合、前記複数の出力部から出力される前記複数の光信号のパワーを低下させる制御
部を、さらに有することを特徴とする請求項１に記載の光伝送装置。
【請求項３】
　光ケーブルを介して互いに接続された第１ユニット及び第２ユニットを有する光伝送装
置において、
　前記第１ユニットは、
　前記光ケーブルを介して複数の光信号を前記第２ユニットにそれぞれ出力する複数の出
力部と、
　検出部とを有し、
　前記第２ユニットは、
　前記第１ユニットから前記光ケーブルを介して入力された前記複数の光信号をそれぞれ
分波する複数の分波器と、
　前記複数の分波器から分波された各分波光を合波して、該合波光を、前記光ケーブルを
介して前記第１ユニットに出力する合波器とを有し、
　前記検出部は、前記第２ユニットから前記光ケーブルを介して入力された前記合波光の
パワーを検出することを特徴とする光伝送装置。
【請求項４】
　前記第１ユニットは、前記検出部により検出された前記合波光のパワーが所定値を下回
った場合、前記複数の出力部から出力される前記複数の光信号のパワーを低下させる制御
部を、さらに有することを特徴とする請求項３に記載の光伝送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本件は、光伝送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信の需要が増加するに伴って、波長多重技術（WDM :Wavelength Division Multiplex
ing）を利用した光ネットワークが広く普及している（例えば特許文献１参照）。波長多
重技術は、波長が異なる複数の光信号を多重して伝送する技術である。波長多重技術によ
ると、例えば、伝送速度４０（Ｇｂｐｓ）×４０波の光信号の多重化を行い、１．６（Ｔ
ｂｐｓ）の波長多重光信号（以下、「多重光信号」と表記）として伝送することが可能で
ある。
【０００３】
　ＷＤＭ技術を利用した光伝送装置として、例えばＲＯＡＤＭ（Reconfigurable Optical
 Add-Drop Multiplexer）装置が知られている。ＲＯＡＤＭ装置は、トランスポンダなど
と呼ばれる複数の光送受信器を有している。複数の光送受信器は、外部のネットワークと
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の間において、互いに異なる波長の光信号を送受信する。
【０００４】
　ＲＯＡＤＭ装置は、複数の光送受信器から入力された異なる波長の光信号を多重して、
多重光信号として任意の方路のノードに伝送する。また、ＲＯＡＤＭ装置は、各方路のノ
ードから多重光信号を受信し、任意の波長の光信号を分離して複数の光送受信器に出力す
る。光信号の多重及び分離には、例えば波長選択スイッチ（WSS: Wavelength Selective 
Switch）が用いられる。これにより、ＲＯＡＤＭ装置は、任意の波長の光信号を挿入及び
分岐する。
【０００５】
　ＲＯＡＤＭ装置には、ＣＤＣ（Colorless, Directionless and Contentionless）機能
を備えるものがある。ＣＤＣ機能とは、挿入及び分岐される光信号を、波長や方路によら
ず、信号衝突なしに光送受信器に接続する機能である。
【０００６】
　ＣＤＣ機能を有するＲＯＡＤＭ装置で光信号を分岐する場合、各方路から入力された多
重光信号は、分岐挿入部での損失を補償するため、アンプアレイユニットに設けられた複
数のアンプによりそれぞれ増幅された後、ＭＣＳ（Multicast Switch）ユニットに入力さ
れる。ＭＣＳユニットでは光スイッチにより光送受信器ごとに任意の方路の多重光信号が
選択され、光送受信器により受信される。なお、光送受信器は、その多重光信号からＷＳ
Ｓなどにより分離された任意の波長の光信号を受信する場合もある。
【０００７】
　アンプアレイユニットとＭＣＳユニットは、例えば、ＭＰＯ（Multi-fiber Push On）
コネクタ及びＭＰＯケーブルにより接続される。ＭＰＯケーブルは、複数の光を伝送する
ための複数の芯を備えた光ケーブルであり、ＭＰＯコネクタは、ＭＰＯケーブルを接続す
るための光コネクタである。
【０００８】
　アンプアレイユニットとＭＣＳユニットの間を接続するＭＰＯケーブルが外れた場合、
アンプにより増幅された強い光が装置外に漏れる可能性があるため、人体に対する安全性
の観点からＭＰＯケーブルの接続確認が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１２－２５７００２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　例えば、アンプアレイユニットの各アンプからＭＰＯケーブルを介して出力された光信
号のパワーを検出する受光素子をアンプと同数分だけ設ければ、アンプアレイユニットと
ＭＣＳユニットの間のＭＰＯケーブルの接続確認は可能である。しかし、この場合、複数
の受光素子が必要となるため、装置規模が大きくなり、コスト及び実装面積が増加すると
いう問題がある。
【００１１】
　そこで本件は上記の課題に鑑みてなされたものであり、小規模な構成で光ケーブルの接
続確認が可能な光伝送装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本明細書に記載の光伝送装置は、光ケーブルを介して互いに接続された第１ユニット及
び第２ユニットを有し、前記第１ユニットは、前記光ケーブルを介して複数の光信号を前
記第２ユニットにそれぞれ出力する複数の出力部と、前記複数の光信号をそれぞれ分波す
る複数の分波器と、前記複数の分波器から分波された各分波光を合波して、該合波光を、
前記光ケーブルを介して前記第２ユニットに出力する合波器と、前記第２ユニットから前
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記光ケーブルを介して折り返された前記合波光のパワーを検出する検出部とを有する。
【００１３】
　本明細書に記載の他の光伝送装置は、光ケーブルを介して互いに接続された第１ユニッ
ト及び第２ユニットを有し、前記第１ユニットは、前記光ケーブルを介して複数の光信号
を前記第２ユニットにそれぞれ出力する複数の出力部と、検出部とを有し、前記第２ユニ
ットは、前記第１ユニットから前記光ケーブルを介して入力された前記複数の光信号をそ
れぞれ分波する複数の分波器と、前記複数の分波器から分波された各分波光を合波して、
該合波光を、前記光ケーブルを介して前記第１ユニットに出力する合波器とを有し、前記
検出部は、前記第２ユニットから前記光ケーブルを介して入力された前記合波光のパワー
を検出する。
【発明の効果】
【００１４】
　小規模な構成で光ケーブルの接続確認が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】光伝送装置の一例を示す構成図である。
【図２】比較例のアンプアレイユニット及びＭＣＳユニットを示す構成図である。
【図３】第１実施例のアンプアレイユニット及びＭＣＳユニットを示す構成図である。
【図４】第２実施例のアンプアレイユニット及びＭＣＳユニットを示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は光伝送装置の一例を示す構成図である。本実施例において、光伝送装置の一例と
して、ＣＤＣ機能を有するＲＯＡＤＭ装置を挙げるが、実施例に係る光伝送装置は、これ
に限定されない。
【００１７】
　光伝送装置は、アンプアレイユニット１と、ＭＣＳユニット２と、複数のトランスポン
ダ（ＴＰ）３と、複数の方路ユニット４とを有する。方路ユニット４は、一組の方路＃１
～＃Ｎ（Ｎ：正の整数）ごとに設けられ、分岐挿入部４０及びアンプ部４１，４２を有す
る。なお、以下の説明では、方路＃１，＃２の方路ユニット４を例に挙げるが、他の方路
ユニット４についても同様である。
【００１８】
　アンプ部４１，４２としては、例えば、ＥＤＦ（Erbium-Doped Fiber）を用いたＥＤＦ
Ａ（Erbium-Doped Fiber Amplifier）、半導体増幅器（SOA: Semiconductor Optical Amp
lifier）、またはラマン増幅器が挙げられる。アンプ部４１は、方路＃１の光伝送路から
入力された多重光信号Ｓｒ１を増幅して分岐挿入部４０に出力し、分岐挿入部４０から出
力された多重光信号Ｓｓ１を増幅して方路＃１の光伝送路に出力する。アンプ部４２は、
方路＃２の光伝送路から入力された多重光信号Ｓｒ２を増幅して分岐挿入部４０に出力し
、分岐挿入部４０から出力された多重光信号Ｓｓ２を増幅して方路＃２の光伝送路に出力
する。
【００１９】
　分岐挿入部４０は、例えば、複数の波長選択スイッチ（ＷＳＳ）を有する。分岐挿入部
４０は、波長選択スイッチの設定に基づいて、方路＃１，＃２から入力された多重光信号
Ｓｒ１，Ｓｒ２から任意の波長光を選択して他の方路＃１～＃Ｎへと通過させ、さらに、
方路＃１，＃２に出力する多重光信号Ｓｓ１，Ｓｓ２に任意の波長の光信号を挿入する（
不図示）。
【００２０】
　また、分岐挿入部４０は、方路＃１，＃２から入力された多重光信号Ｓｒ１，Ｓｒ２か
ら任意の波長の光信号を分岐するため、多重光信号Ｓｒ１，Ｓｒ２を分岐して、ＭＰＯケ
ーブル６を介してアンプアレイユニット１に出力する。また、アンプアレイユニット１に
は、他の方路ユニット４からも方路＃３～＃Ｎから入力された多重光信号Ｓｒ３，・・・
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，Ｓｒｎが、ＭＰＯケーブル６を介して入力される。
【００２１】
　ＭＰＯケーブル６には、各方路ユニット４から全方路＃１～＃Ｎの多重光信号Ｓｒ１，
Ｓｒ２，・・・，Ｓｒｎが入力される。ＭＰＯケーブル６の内部には、光を伝搬する複数
の芯（例えば光ファイバ）が束ねられているため、ＭＰＯケーブル６によると、全方路＃
１～＃Ｎの多重光信号Ｓｒ１，Ｓｒ２，・・・，Ｓｒｎを１本のケーブルを介してアンプ
アレイユニット１に出力できる。
【００２２】
　アンプアレイユニット１は、第１ユニットの一例であり、各方路＃１～＃Ｎの多重光信
号Ｓｒ１，Ｓｒ２，・・・，Ｓｒｎを個別に増幅する。アンプアレイユニット１及びＭＣ
Ｓユニット２は、ＭＰＯケーブル７を介して互いに接続されている。
【００２３】
　アンプアレイユニット１は、増幅された多重光信号Ｓｒ１，Ｓｒ２，・・・，Ｓｒｎを
、ＭＰＯケーブル７を介してＭＣＳユニット２に出力する。このため、増幅された多重光
信号Ｓｒ１，Ｓｒ２，・・・，Ｓｒｎは、共通のＭＰＯケーブル７を介してＭＣＳユニッ
ト２に出力される。なお、ＭＰＯケーブル６，７は光ケーブルの一例である。
【００２４】
　ＭＣＳユニット２は、第２ユニットの一例であり、方路数と同数のＮ個の入力ポート、
及びトランスポンダ３と同数のＭ個の出力ポートを備えた光スイッチを有する。ＭＣＳユ
ニット２は、トランスポンダ３ごとに、任意の方路＃１～＃Ｎの多重光信号Ｓｒ１，Ｓｒ
２，・・・，Ｓｒｎをトランスポンダ３に出力する。
【００２５】
　図２は比較例のアンプアレイユニット１ａ及びＭＣＳユニット２ａを示す構成図である
。アンプアレイユニット１ａは、複数のアンプ１０ａ～１０ｄと、複数のＰＤ（Photo De
tector）１１ａ～１１ｄと、ＭＰＯコネクタ１２，１９とを有する。また、ＭＣＳユニッ
ト２ａは、分波器２０ａ～２０ｄと、Ｎ×Ｍスイッチ部２１と、ＭＰＯコネクタ２３とを
有する。
【００２６】
　本例において、方路数Ｎは、一例として４とする。このため、複数のアンプ１０ａ～１
０ｄには、各方路ユニット４からＭＰＯコネクタ１９を介し方路＃１～＃４の多重光信号
Ｓｒ１～Ｓｒ４がそれぞれ入力される。ＭＰＯコネクタ１９は、ＭＰＯケーブル６と接続
されており、ＭＰＯケーブル６の芯と同数分のポートを備える。
【００２７】
　複数のアンプ１０ａ～１０ｄは、例えばＥＤＦＡであり、小型化やコスト削減の観点か
ら並んで配置されている。複数のアンプ１０ａ～１０ｄは、出力部の一例であり、多重光
信号Ｓｒ１～Ｓｒ４をそれぞれ増幅し、ＭＰＯコネクタ１２に出力する。ＭＰＯコネクタ
１２は、ＭＰＯケーブル７と接続されており、ＭＰＯケーブル７の芯と同数分のポートを
備える。
【００２８】
　このため、増幅された多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４は、ＭＰＯケーブル７を介してＭＣＳ
ユニット２ａにそれぞれ出力される。すなわち、複数のアンプ１０ａ～１０ｄは、ＭＰＯ
ケーブル７を介して多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４をＭＣＳユニット２ａにそれぞれ出力する
。
【００２９】
　ＭＣＳユニット２ａに入力された多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４は、ＭＰＯコネクタ２３を
介して分波器２０ａ～２０ｄにそれぞれ入力される。分波器２０ａ～２０ｄは、例えば光
スプリッタであり、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４をそれぞれ分波する。
【００３０】
　分波器２０ａ～２０ｄを通過した多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４は、Ｎ×Ｍスイッチ部２１
に入力される。Ｎ×Ｍスイッチ部２１は、複数の光スプリッタ及び光スイッチなどを有し
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、トランスポンダ３への出力ポートごとに方路＃１～＃４の多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の
１つを選択してトランスポンダ３に出力する。
【００３１】
　一方、分波器２０ａ～２０ｄから分波された多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の分波光Ｓｒ１
’～Ｓｒ４’は、ＭＰＯコネクタ２３からＭＰＯケーブル７を介してアンプアレイユニッ
ト１ａに出力される。分波光Ｓｒ１’～Ｓｒ４’は、ＭＰＯコネクタ２３を通ってＰＤ１
１ａ～１１ｄにそれぞれ入力される。
【００３２】
　ＰＤ１１ａ～１１ｄは、分波光Ｓｒ１’～Ｓｒ４’のパワーをそれぞれ検出する。これ
により、ＭＣＳユニット２ａに出力された多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の各パワーが検出で
きるので、アンプアレイユニット１ａとＭＣＳユニット２ａの間のＭＰＯケーブル７の接
続の正常性が確認できる。ＭＰＯケーブル７の接続が不良である場合、多重光信号Ｓｒ１
～Ｓｒ４のパワーは、ＭＰＯケーブル７を通過したときに低下するため、ＰＤ１１ａ～１
１ｄで検出したパワーに基づき接続不良が検出される。
【００３３】
　しかし、本例では、アンプ１０ａ～１０ｄと同数分のＰＤ１１ａ～１１ｄが必要となる
ため、装置規模が大きくなり、コスト及び実装面積が増加する。
【００３４】
　そこで、以下に述べる実施例では、複数のアンプ１０ａ～１０ｄからＭＰＯケーブル７
を介しＭＣＳユニット２に出力された多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４を分波し、各分波光Ｓｒ
１’～Ｓｒ４’の合波光にＭＰＯケーブル７を通過させ、その合波光のパワーを検出する
ことにより、ＭＰＯケーブル７の接続を確認する。
【００３５】
（第１実施例）
　図３は第１実施例のアンプアレイユニット１及びＭＣＳユニット２を示す構成図である
。図３において図２と共通する構成については、同一の符号を付し、その説明を省略する
。
【００３６】
　アンプアレイユニット１は、複数のアンプ１０ａ～１０ｄと、ＰＤ１１と、ＭＰＯコネ
クタ１２，１９と、複数の分波器１３ａ～１３ｄと、合波器１４と、制御部１５とを有す
る。また、ＭＣＳユニット２は、Ｎ×Ｍスイッチ部２１と、ＭＰＯコネクタ２３と、折り
返し導波路Ｒとを有する。なお、本例においても、方路数Ｎは、一例として４とする。
【００３７】
　複数のアンプ１０ａ～１０ｄは、ＭＰＯケーブル７を介して多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４
をＭＣＳユニット２にそれぞれ出力する。ＭＣＳユニット２に出力された多重光信号Ｓｒ
１～Ｓｒ４は、Ｎ×Ｍスイッチ部２１に入力される。
【００３８】
　分波器１３ａ～１３ｄは、例えば光スプリッタであり、アンプ１０ａ～１０ｄから出力
された多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４をそれぞれ分波する。合波器１４は、例えば光カプラで
あり、分波器１３ａ～１３ｄから分波された各分波光Ｓｒ１’～Ｓｒ４’を合波して、そ
の合波光Ｓｍｕｘを、ＭＰＯケーブル７を介してＭＣＳユニット２に出力する。ＭＣＳユ
ニット２に入力された合波光Ｓｍｕｘは、折り返し導波路ＲによりＭＰＯケーブル７を介
してアンプアレイユニット１に折り返される。
【００３９】
　ＰＤ１１は、検出部の一例であり、ＭＣＳユニット２からＭＰＯケーブル７を介して折
り返された合波光Ｓｍｕｘのパワーを検出する。ＭＰＯケーブル７の接続が不良である場
合、合波光ＳｍｕｘのパワーはＭＰＯケーブル７を通過したときに減衰するため、ＰＤ１
１で検出したパワーに基づき接続不良が検出される。なお、合波光Ｓｍｕｘのパワーの検
出手段としては、ＰＤ１１に限定されず、他の受光素子が用いられてもよい。
【００４０】
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　合波光Ｓｍｕｘには各方路＃１～＃４の多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４が多重されている。
このため、方路＃１～＃４の何れか１つの方路に多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４が入力されて
いれば、ＭＰＯケーブル７の接続確認は可能である。また、方路＃１～＃４の何れにも多
重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４が入力されていなければ、接続不良が検出されるが、多重光信号
Ｓｒ１～Ｓｒ４の入力自体がないため、光伝送装置の動作に影響はない。
【００４１】
　また、光伝送装置はＣＤＣ機能を有するため、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４に含まれる波
長が重複する場合があり得る。しかし、合波光Ｓｍｕｘは、主信号光ではなく、ＭＰＯケ
ーブル７の接続確認用の信号光として用いられるため、光伝送装置の動作に問題は生じな
い。
【００４２】
　このように、ＰＤ１１は、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の合波光Ｓｍｕｘのパワーを検出
するので、１個だけ設けられればよい。したがって、ＭＰＯケーブル７の接続確認のため
の装置規模が小さくなり、必要なコスト及び実装面積が低下する。
【００４３】
　また、ＰＤ１１は、検出された合波光ＳｍｕｘのパワーＰを、電気信号として制御部１
５に出力する。制御部１５は、ＰＤ１１により検出された合波光ＳｍｕｘのパワーＰが所
定値を下回った場合、アンプ１０ａ～１０ｂから出力される多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の
パワーを低下させる。なお、制御部１５は、論理回路などで構成される。
【００４４】
　より具体的には、制御部１５は、合波光ＳｍｕｘのパワーＰが所定値を下回った場合、
ＭＰＯケーブル７の接続が不良であると判断し、アンプ１０ａ～１０ｂの出力を低下させ
る制御信号Ｃをアンプ１０ａ～１０ｂに出力する。アンプ１０ａ～１０ｂは、制御信号Ｃ
が入力されると、例えば増幅の利得を調整することにより多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４のパ
ワーを低下させる。このとき、アンプ１０ａ～１０ｂは、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の出
力自体を停止（つまりパワーを０にする）してもよい。
【００４５】
　これにより、ＭＰＯケーブル７がＭＰＯコネクタ１２，２３から外れており、多重光信
号Ｓｒ１～Ｓｒ４が装置の外部に漏れた場合でも、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４のパワーが
低下するため、光による人体への影響が防止される。
【００４６】
　上述したように、本実施例に係る光伝送装置は、ＭＰＯケーブル７を介して互いに接続
されたアンプアレイユニット１及びＭＣＳユニット２を有する。アンプアレイユニット１
は、複数のアンプ１０ａ～１０ｂと、複数の分波器１３ａ～１３ｄと、合波器１４と、Ｐ
Ｄ１１とを有する。
【００４７】
　複数のアンプ１０ａ～１０ｄは、ＭＰＯケーブル７を介して多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４
をＭＣＳユニット２にそれぞれ出力する。分波器１３ａ～１３ｄは、多重光信号Ｓｒ１～
Ｓｒ４をそれぞれ分波する。合波器１４は、分波器１３ａ～１３ｄから分波された各分波
光Ｓｒ１’～Ｓｒ４’を合波して、その合波光Ｓｍｕｘを、ＭＰＯケーブル７を介してＭ
ＣＳユニット２に出力する。ＰＤ１１は、ＭＣＳユニット２からＭＰＯケーブル７を介し
て折り返された合波光Ｓｍｕｘのパワーを検出する。
【００４８】
　上記の構成によると、ＰＤ１１は、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の合波光Ｓｍｕｘのパワ
ーを検出するので、１個だけ設けられればよい。したがって、ＭＰＯケーブル７の接続確
認のための装置規模が小さくなり、必要なコスト及び実装面積が低下する。
【００４９】
　よって、本実施例に係る光伝送装置によると、小規模な構成で光ケーブルの接続確認が
可能となる。
【００５０】
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（第２実施例）
　第１実施例において、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の分波及び合波光Ｓｍｕｘの生成はア
ンプアレイユニット１内で行われたが、ＭＣＳユニット２内で行われてもよい。
【００５１】
　図４は第２実施例のアンプアレイユニット１及びＭＣＳユニット２を示す構成図である
。図４において図２及び図３と共通する構成については、同一の符号を付し、その説明を
省略する。
【００５２】
　アンプアレイユニット１は、複数のアンプ１０ａ～１０ｄと、ＰＤ１１と、ＭＰＯコネ
クタ１２，１９と、制御部１５とを有する。また、ＭＣＳユニット２は、複数の分波器２
０ａ～２０ｄと、Ｎ×Ｍスイッチ部２１と、ＭＰＯコネクタ２３と、合波器２４とを有す
る。なお、本例においても、方路数Ｎは、一例として４とする。
【００５３】
　複数のアンプ１０ａ～１０ｄは、ＭＰＯケーブル７を介して多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４
をＭＣＳユニット２にそれぞれ出力する。ＭＣＳユニット２に出力された多重光信号Ｓｒ
１～Ｓｒ４は、Ｎ×Ｍスイッチ部２１に入力される。
【００５４】
　分波器２０ａ～２０ｄは、アンプアレイユニット１からＭＰＯコネクタ１２を介して入
力された多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４をそれぞれ分波する。合波器２４は、分波器２０ａ～
２０ｄから分波された各分波光Ｓｒ１’～Ｓｒ４’を合波して、その合波光Ｓｍｕｘを、
ＭＰＯケーブル７を介してアンプアレイユニット１に出力する。
【００５５】
　ＰＤ１１は、ＭＣＳユニット２からＭＰＯケーブル７を介して入力された合波光Ｓｍｕ
ｘのパワーを検出する。ＭＰＯケーブル７の接続が不良である場合、合波光Ｓｍｕｘのパ
ワーはＭＰＯケーブル７を通過したときに減衰するため、ＰＤ１１で検出したパワーに基
づき接続不良が検出される。
【００５６】
　このように、ＰＤ１１は、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の合波光Ｓｍｕｘのパワーを検出
するので、１個だけ設けられればよい。したがって、ＭＰＯケーブル７の接続確認のため
の装置規模が小さくなり、必要なコスト及び実装面積が低下する。なお、本実施例では、
第１実施例とは異なり、合波光Ｓｍｕｘを折り返さないため、ＭＰＯコネクタ１２，２３
のポートの使用数及びＭＰＯケーブル７の芯線の使用数が、第１実施例より１個分ずつ削
減される。
【００５７】
　また、第１実施例及び第２実施例では、一例として、アンプアレイユニット１とＭＣＳ
ユニット２を接続するＭＰＯケーブル７の接続確認の構成を挙げたが、これと同様の構成
は、他のユニット間を接続するＭＰＯケーブルまたは他の光ケーブルの接続確認の構成に
も適用可能である。
【００５８】
　上述したように、本実施例に係る光伝送装置は、ＭＰＯケーブル７を介して互いに接続
されたアンプアレイユニット１及びＭＣＳユニット２を有する。アンプアレイユニット１
は、複数のアンプ１０ａ～１０ｂと、ＰＤ１１とを有する。ＭＣＳユニット２は、複数の
分波器２０ａ～２０ｄと、合波器２４とを有する。
【００５９】
　複数のアンプ１０ａ～１０ｄは、ＭＰＯケーブル７を介して多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４
をＭＣＳユニット２にそれぞれ出力する。分波器２０ａ～２０ｄは、アンプアレイユニッ
ト１からＭＰＯケーブル７を介して入力された多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４をそれぞれ分波
する。合波器１４は、分波器２０ａ～２０ｄから分波された各分波光Ｓｒ１’～Ｓｒ４’
を合波して、その合波光Ｓｍｕｘを、ＭＰＯケーブル７を介してアンプアレイユニット１
に出力する。ＰＤ１１は、ＭＣＳユニット２からＭＰＯケーブル７を介して入力された合
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波光Ｓｍｕｘのパワーを検出する。
【００６０】
　上記の構成によると、ＰＤ１１は、多重光信号Ｓｒ１～Ｓｒ４の合波光Ｓｍｕｘのパワ
ーを検出するので、１個だけ設けられればよい。したがって、ＭＰＯケーブル７の接続確
認のための装置規模が小さくなり、必要なコスト及び実装面積が低下する。
【００６１】
　よって、本実施例に係る光伝送装置によると、小規模な構成で光ケーブルの接続確認が
可能となる。
【００６２】
　上述した実施形態は本発明の好適な実施の例である。但し、これに限定されるものでは
なく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変形実施可能である。
【符号の説明】
【００６３】
　１       アンプアレイユニット
　２       ＭＣＳユニット
　６，７      ＭＰＯケーブル
　１０ａ～１０ｄ     アンプ
　１１       ＰＤ
　１３ａ～１３ｄ，２０ａ～２０ｄ   分波器
　１４，２４      合波器

【図１】 【図２】
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